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総合研究大学院大学　
葉山高等研究センター
人間生命科学研究プロジェクト
「ヒトの個体発生の特異性に関する総合的研究」
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お問い合わせ・お申し込み
国立大学法人　総合研究大学院大学　葉山高等研究センター
人間生命科学研究プロジェクト「ヒトの個体発生の特異性に関する総合的研究」

Tel & Fax ： 046-858-1578（稲田）
E-ｍail ： inada_syouko＠soken.ac.jp

日時

場所

共催

2009 年1 月 24日 （土）
13：00～17：40（12：30 開場）
国際文化会館（東京都港区）　
岩崎小彌太記念ホール

◆ 講演　13：00～15：50
　  「幼形成熟ネオテニーとヒト」　尾本惠市 （総合研究大学院大学シニア上級研究員、東京大学名誉教授）
　  「描画の発達と進化」　岩田  誠 （東京女子医科大学名誉教授）
　  「模倣から教育を再考する」　佐伯  胖 （青山学院大学社会情報学部教授）

◆ 特別報告　15：50～16：50
　  「野性・知性・感性を育む場 “てら子屋” の試み」　中間真一 （ヒューマンルネッサンス研究所　主席研究員）
　  「ヘレンケラーは手のひらで世界を知る」　木下  真 （日本子ども学会事務局長）

◆ 総合討論　17：00～17：40
　  「子どもの好奇心と創造力について」
　  パネリスト：尾本惠市、岩田  誠、佐伯  胖、中間真一、木下  真　　司会：沢井佳子 （チャイルド・ラボ所長）
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講演者プロフィール

◆ 岩田  誠（いわた・まこと）

東京女子医科大学名誉教授。専門は神経内科一般。1942年東京都生まれ。67年東京大学医学部卒。虎の門病院、

東京医科歯科大学を経て、71年より東京大学神経内科。94年より東京女子医科大学神経内科主任教授、98年より

同脳神経センター所長。言葉的知性、音楽的知性、絵画的知性などを失った患者の症例から、人間の精神活動と脳

との関係を解明する。著書に『脳と音楽』（メディカルレビュー社）、『見る脳、描く脳　絵画のニューロサイエンス』（東

京大学出版会）、『神経内科医の文学診断』（白水社）など。

◆ 尾本惠市（おもと・けいいち）

総合研究大学院大学シニア上級研究員。1933年生まれ。専門は分子人類学。東京大学および国際日本文化研究セ

ンター名誉教授。学際的研究としてのヒト学を提唱、自然人類学の立場からヒトの家畜化現象への警鐘を発する。

蝶の収集家としても知られ、将棋はアマ5段の腕前。著書に『ヒトの全体像を求めて　21世紀ヒト学の課題』（藤原

書店／共著）、『ヒトはいかにして生まれたか』（岩波書店）など。

◆ 佐伯  胖（さえき・ゆたか）

青山学院大学社会情報学部教授・ヒューマン・イノベーション研究センター所長。東京大学名誉教授。1939年岐阜

県生まれ。慶應義塾大学工学部管理工学科卒業。ワシントン大学大学院修了後、東京理科大学、東京大学大学院

教育学研究科教授歴任。青山学院大学文学部教育学科教授を経て、現職。学校教育を超えて、認知科学の立場か

ら子どもの学ぶ営みを分析。著書に『「学ぶ」の構造』（東洋館出版社）、『「学ぶ」ということの意味』（岩波書店）、『認

知科学の方法』（東京大学出版会）など。

◆ 中間真一（なかま・しんいち）

ヒューマンルネッサンス研究所主席研究員。1959年生まれ。慶應義塾大学工学部管理工学科卒業後、富士写真フィ

ルムを経て現職。埼玉大学大学院経済学研究科修了。同研究所では、「自律社会」をテーマに、社会生活と科学技

術の関係から未来を展望。また、国内外に未来の予兆を探索し、学びの場の兆しづくりを目指した「てら子屋」の

活動も手がける。共著書に『スウェーデン̶自律社会を生きる人びと̶』（早稲田大学出版部）、『男たちのワーク・

ライフ・バランス』（幻冬舎ルネッサンス）など。

◆ 木下  真（きのした・まこと）

フリーライター。日本子ども学会事務局長。1957年生まれ。早稲田大学第一文学部人文学科卒業。1993年～96年

子どもの学際的な研究誌「季刊子ども学」（ベネッセコーポレーション）の企画編集に携わる。現在はサイバー子ど

も学研究所CRN外部研究員。障害者の就職情報誌「クローバー」スタッフライターとして障害者の教育や雇用問題

への関心も高い。

◆ 沢井佳子（さわい・よしこ）

チャイルド・ラボ所長。視聴覚教育メディアの設計と認知発達支援を専門とする。お茶の水女子大学大学院修了。

専攻は発達心理学。フジテレビの幼児教育番組『ひらけ！ポンキッキ』の心理学スタッフ、文教大学人間科学部講

師などを経て現職。ベネッセコーポレーションの幼児教育『こどもちゃれんじ』の「考える力プログラム」監修、お

よび『Worldwide Kids English』監修。NPO日本メ ディアリテラシー教育推進機構理事。「日本子ども学会」運営委員。


